
目

次

（
�
印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

規

則

�
香
川
県
職
員
倫
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
行
政
企
画
課
）

一

�
香
川
県
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
健
康
福
祉
総
務
課
）

告

示

�
字
の
区
域
に
編
入
す
る
旨
の
届
出

（
自
治
振
興
課
）

二

�
保
安
林
の
指
定
の
解
除

（
み
ど
り
整
備
課
）

�
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
医
療
扶
助
担
当
機
関
の
指
定

（
健
康
福
祉
総
務
課
）

三

�
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
医
療
扶
助
の
た
め
の
施
術
担
当
機
関
の
指
定

（

〃

）

�
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
指
定
施
術
機
関
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
（

〃

）

�
道
路
の
区
域
変
更

（
道
路
保
全
課
）

�
道
路
の
供
用
開
始
（
三
件
）

（

〃

）

�
道
路
の
位
置
指
定

（
建

築

課
）

四

�
香
川
県
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定

（
会

計

課
）

五

公

告

�
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
（
二
件
）

（
労
働
政
策
課
）

�
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可

（
土
地
改
良
課
）

六

�
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
の
届
出

（

〃

）

�
土
地
改
良
事
業
に
係
る
換
地
処
分
の
届
出

（

〃

）

�
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了

（
都
市
計
画
課
）

公
安
委
員
会
規
則

�
香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

�
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

七

公
安
委
員
会
公
告

�
道
路
交
通
法
の
規
定
に
よ
る
技
能
検
定
員
審
査
の
実
施

一
〇

�
道
路
交
通
法
の
規
定
に
よ
る
教
習
指
導
員
審
査
の
実
施

一
一

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

�
平
成
十
五
年
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
三
号
の
一
部
訂
正

一
二

�
平
成
十
三
年
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
六
十
五
号
の
一
部
訂
正

人
事
委
員
会
告
示

�
給
料
表
別
、
級
別
職
務
分
類
表
（
昭
和
六
十
年
香
川
県
人
事
委
員
会
告
示
第
三
号
）
の
一

部
改
正

香
川
県
職
員
倫
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
十
号

香
川
県
職
員
倫
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
職
員
倫
理
規
則
（
平
成
十
三
年
香
川
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
五
号
中
「
第
二
条
第
十
四
項
」
を
「
第
二
条
第
十
六
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
十
一
号

香
川
県
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
香
川
県
規
則
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

第２２号

平 成１６年

３月１９日（金曜日）

規

則

○

○

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

（
第
九
一
一
六
号
）

一



改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
次
の
と
お
り
」
を
「
健
康
度
測
定
に
よ
る
診
断
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
指
導
そ
の
他
健
康
の

増
進
に
関
す
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
削
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
に
お
い
て
健
康
度
測
定
診
断
指
導
を
受
け
る
」
を
「
を
利
用
す
る
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
を
削
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
）

第
四
条

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
は
、
香
川
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（

平
成
元
年
香
川
県
条
例
第
一
号
）
第
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
日
と
す
る
。

２

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
臨
時
に
、
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
を
変
更
し
、
又
は
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
日
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
中
「
に
つ
い
て
は
別
表
第
二
、
同
項
に
規
定
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
体
育
室
又
は
サ
ウ
ナ
ぶ

ろ
を
当
該
施
設
使
用
回
数
券
に
よ
り
個
人
が
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
別
表
第
三
、
同
項
に

規
定
す
る
附
属
設
備
並
び
に
会
議
室
及
び
調
理
室
の
冷
暖
房
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
別
表
第
四
に
定
め
る
」

を
「
は
、
別
表
の
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
利
用
の
制
限
）

第
七
条

知
事
は
、
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
者
が
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
行
為
そ
の
他
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
支
障
の
あ
る
行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
の
利
用
を
拒
否
し
、
又
は
利
用
の
中
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
を
削
る
。

第
九
条
中
「
知
事
が
」
を
削
り
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

別
表
第
一
を
削
り
、
別
表
第
二
を
別
表
と
し
、
別
表
第
三
及
び
別
表
第
四
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
百
六
十
六
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
土
地
を
当
該
上
欄
に
掲
げ
る
字
の
区
域
に
平
成
十
六
年
三
月
二
十
日
か
ら
編
入
す
る
旨
、

綾
南
町
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
告
示
第
百
六
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一
１

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

小
豆
郡
内
海
町
岩
谷
字
椎
木
乙
一
の
六
、
乙
一
の
七
、
乙
二
の
六
、
橘
字
串
ノ
浦
乙
三
の
一
一
か

ら
乙
三
の
一
八
ま
で
、
乙
五
の
二
、
乙
五
の
三
、
乙
六
の
四
、
乙
六
の
五
、
乙
七
の
五
、
乙
八
の
六
、

乙
九
の
六
、
乙
一
〇
の
六
か
ら
乙
一
〇
の
八
ま
で
、
乙
一
三
の
四
、
乙
一
三
の
五
、
乙
一
四
の
四
か

ら
乙
一
四
の
六
、
乙
一
七
の
四
か
ら
乙
一
七
の
六
ま
で
、
乙
一
九
の
六
か
ら
乙
一
九
の
八
ま
で
、
乙

一
九
の
一
一
、
乙
一
九
の
一
二
、
字
恵
比
須
石
乙
五
五
の
一
〇
、
乙
六
一
の
四
、
乙
六
一
の
五
、
乙

六
一
の
一
一
か
ら
乙
六
一
の
一
七
ま
で
、
乙
七
三
の
四
、
乙
七
三
の
七
、
乙
七
四
の
二
、
池
田
町
大

字
蒲
野
字
小
蒲
野
五
八
三
の
一
、
観
音
寺
市
室
本
町
字
七
宝
三
六
の
四
、
四
七
の
四
、
四
八
の
五
、

六
四
の
二
、
六
四
の
四
、
六
六
の
一
、
六
九
の
六
、
三
豊
郡
詫
間
町
大
字
大
浜
字
�
乙
四
三
八
の
七
、

乙
四
三
八
の
一
二
、
字
灘
乙
四
三
九
の
一
七
、
乙
四
三
九
の
二
〇
、
乙
四
三
九
の
二
三
、
乙
四
四
一

の
六
、
仁
尾
町
大
字
仁
尾
字
曽
保
甲
一
六
六
三
の
四
か
ら
甲
一
六
六
三
の
六
ま
で
、
甲
一
六
六
四
の

六
か
ら
甲
一
六
六
四
の
八
ま
で
、
字
南
草
木
庚
九
八
九
の
二
八
か
ら
庚
九
八
九
の
三
〇
ま
で

２

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

魚
つ
き

３

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

二
１

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

告

示

上

欄

下

欄

綾
歌
郡
綾
南
町
大
字
北
字
北
川
東

綾
歌
郡
綾
南
町
大
字
北
字
有
岡
五
○
四
の
四
か
ら
五
〇
四
の

六
ま
で
及
び
五
○
七
の
六

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

（
第
九
一
一
六
号
）

二



綾
歌
郡
宇
多
津
町
字
青
ノ
山
三
七
八
四
の
五
、
三
八
一
〇
の
五
、
三
八
一
〇
の
一
〇

２

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

３

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

●
香
川
県
告
示
第
百
六
十
八
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の
た

め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
告
示
第
百
六
十
九
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十

九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の
た
め
の
施
術
を
担
当
さ
せ
る
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
告
示
第
百
七
十
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
で
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
二

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
施
術
機
関
か
ら
当
該
施
術
機
関
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
告
示
第
百
七
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
三
月
十
九
日
か
ら
同
年
四

月
九
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

国
道
（
一
般
）

二

路

線

名

三
百
十
八
号

三

道
路
の
区
域

●
香
川
県
告
示
第
百
七
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

指

定

年

月

日

名

称

開

設

者

所

在

地

平
成
一
六
、
三
、
一

あ
ら
き
デ
ン
タ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

荒
木

謙
太
郎

坂
出
市
室
町
三
丁
目
四
番
一
四
号

平
成
一
六
、
三
、
一

そ
う
ご
う
薬
局

丸
亀
店

総
合
メ
デ
ィ
カ

ル
株
式
会
社

丸
亀
市
米
屋
町
四
二
番
地
一

指
定
年
月
日

施

術

者

施
術
者
の
住
所

施
設
の
名
称

施
設
の
所
在
地

平
成
一
五
、

一
〇
、
一

小
比
賀

通

延

香
川
郡
香
南
町
由
佐
七

六
三
―
一

小
比
賀
接
骨
院

香
川
郡
香
南
町
由
佐
七

六
三
―
一

平
成
一
六
、

二
、
三

氏
家

悟

丸
亀
市
川
西
町
南
一
六

四
四
―
一

氏
家
接
骨
院

丸
亀
市
川
西
町
南
一
六

四
四
―
一

廃

止

年

月

日

名

称

開

設

者

所

在

地

平
成
一
一
、
九
、
三
〇

小
比
賀
接
骨
院

小
比
賀

敏

謹

香
川
郡
香
南
町
由
佐
七
六
三
―
一

区

間

変

更

前
後
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

東
か
が
わ
市
西
山
字
中
将
三
八
二
番
三

地
先
か
ら

東
か
が
わ
市
西
山
字
中
将
三
五
四
番
七

地
先
ま
で

前

九
・
三

〜
二
一
・
八

七
七

道
路
改
修
工

事
に
伴
う
現

道
拡
幅

後

九
・
三

〜
三
四
・
〇

七
七

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

（
第
九
一
一
六
号
）

三



そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
三
月
十
九
日
か
ら
同
年
四

月
九
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
主
要
地
方
道
）

二

路

線

名

丸
亀
詫
間
豊
浜
線
（
二
十
一
号
）

三

道
路
の
区
域

四

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

●
香
川
県
告
示
第
百
七
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
三
月
十
九
日
か
ら
同
年
四

月
九
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
一
般
）

二

路

線

名

原
田
琴
平
線
（
二
百
六
号
）

三

道
路
の
区
域

四

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

●
香
川
県
告
示
第
百
七
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
三
月
十
九
日
か
ら
同
年
四

月
九
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
一
般
）

二

路

線

名

綾
南
国
分
寺
線
（
百
八
十
三
号
）

三

道
路
の
区
域

四

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

●
香
川
県
告
示
第
百
七
十
五
号

区

間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

仲
多
度
郡
多
度
津
町
北
嶋
三
丁
目
三
五
三
番
一
地

先
か
ら

仲
多
度
郡
多
度
津
町
北
嶋
三
丁
目
三
三
〇
番
一
地

先
ま
で

一
三
・
〇

〜
三
二
・
〇

二
六
八

平
成
十
四
年

香
川
県
告
示

第
六
十
八
号

で
変
更
し
た

区
域

区

間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

善
通
寺
市
木
徳
町
字
下
所
一
〇
八
三
番
二
地
先
か

ら善
通
寺
市
木
徳
町
字
西
上
代
二
九
二
番
一
地
先
ま

で

一
一
・
八

〜
三
二
・
〇

八
〇
〇

平
成
十
一
年

香
川
県
告
示

第
八
百
三
十

一
号
で
変
更

し
た
区
域

区

間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

綾
歌
郡
綾
南
町
大
字
陶
字
庄
屋
三
九
九
番
二
地
先

か
ら

綾
歌
郡
綾
南
町
大
字
陶
字
庄
屋
四
〇
二
番
三
地
先

ま
で

一
〇
・
五

〜
一
二
・
〇

九
〇

昭
和
六
十
二

年
香
川
県
告

示
第
四
百
七

号
及
び
平
成

十
五
年
香
川

県
告
示
第
五

百
十
七
号
で

変
更
し
た
区

域
の
一
部

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

（
第
九
一
一
六
号
）

四



建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

指

定

番

号

坂
土
指
道

第
十
一
号

二

指
定
年
月
日

平
成
十
六
年
三
月
四
日

三

指
定
道
路
の
位
置

綾
歌
郡
綾
南
町
大
字
陶
字
猿
王
東
一
一
九
―
七
、
一
一
九
―
九
、
一
二
〇
、
一

二
五
―
二
、
一
二
五
―
三
及
び
一
二
八
―
一

四

指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長

幅
員

六
・
〇
二
メ
ー
ト
ル
〜
六
・
〇
四
メ
ー
ト
ル

延
長

九
四
・
〇
五
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
及
び
香
川
県
坂
出
土
木
事
務
所
総
務
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供

す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
百
七
十
六
号

香
川
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
香
川
県
条
例
第
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
香
川
県
証
紙

の
売
り
さ
ば
き
人
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

指
定
年
月
日

平
成
十
六
年
三
月
八
日

二

住
所

高
松
市
西
の
丸
町
一
二
―
一
二

三

氏
名

四
国
キ
ヨ
ス
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

児
島
和
希

四

売
り
さ
ば
き
場
所

高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
二
―
一

マ
リ
タ
イ
ム
プ
ラ
ザ
高
松

●
香
川
県
公
告
第
百
五
十
八
号

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
高
松

赤
十
字
病
院
労
働
組
合
執
行
委
員
長
奥
映
子
か
ら
次
の
と
お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨
、
平
成
十
六
年
三
月

九
日
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

事
件

要
求
内
容
の
完
全
獲
得
を
目
的
と
す
る
本
組
合
と
そ
の
相
手
方
で
あ
る
高
松
赤
十
字
病
院
並
び
に
日

本
赤
十
字
社
に
対
す
る
争
議

二

日
時

平
成
十
六
年
三
月
二
十
日
午
前
零
時
以
降
要
求
貫
徹
に
至
る
ま
で
の
期
間

三

場
所

高
松
市
番
町
四
丁
目
一
―
三
、
高
松
赤
十
字
病
院
の
構
内
又
は
職
場

四

争
議
行
為
の
概
要

前
記
場
所
に
お
け
る
全
体
的
あ
る
い
は
部
分
的
、
連
続
的
あ
る
い
は
断
続
的
に
す
べ
て
の
業
務
の
停

止
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
形
の
争
議
行
為
と
こ
れ
に
対
す
る
妨
害
排
除
の
為
の
一
切
の
争
議
を
単
独
又

は
併
用
し
て
行
な
う
。

但
し
、
救
急
患
者
及
び
入
院
中
の
重
傷
患
者
の
た
め
の
保
安
の
必
要
の
あ
る
場
合
は
、
保
安
要
員
若

干
名
を
除
く
。

●
香
川
県
公
告
第
百
五
十
九
号

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
香
川

県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
労
働
組
合
執
行
委
員
長
丸
山
哲
夫
か
ら
次
の
と
お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨

平
成
十
六
年
三
月
十
一
日
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

事
件

平
成
十
六
年
三
月
十
一
日
付
で
、
香
川
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
理
事
宛
に
、
香
川
県
厚

生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
労
働
組
合
執
行
委
員
長
名
で
提
出
し
た
「
賃
上
げ
」
「
労
働
条
件
改
善
」
等

そ
の
他
の
要
求
に
関
す
る
争
議

二

日
時

平
成
十
六
年
三
月
二
十
二
日
午
前
零
時
以
降
本
問
題
解
決
に
至
る
ま
で
の
期
間

公

告

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

（
第
九
一
一
六
号
）

五



三

場
所

高
松
市
屋
島
西
町
一
八
五
七
番
地
の
一
、
屋
島
総
合
病
院
の
構
内
又
は
職
場

綾
歌
郡
綾
南
町
大
字
滝
宮
四
八
六
番
地
の
一
、
滝
宮
総
合
病
院
の
構
内
又
は
職
場

四

争
議
行
為
の
概
要

前
記
場
所
の
全
体
的
あ
る
い
は
部
分
的
に
、
連
続
的
、
断
続
的
に
、
す
べ
て
の
業
務
の
停
止
を
は
じ

め
、
あ
ら
ゆ
る
形
の
争
議
行
為
を
、
単
独
又
は
併
用
し
て
行
う
。

但
し
、
救
急
患
者
及
び
入
院
中
重
症
患
者
の
た
め
の
保
安
の
必
要
の
あ
る
場
合
は
、
保
安
要
員
若
干

名
を
除
く
。

●
香
川
県
公
告
第
百
六
十
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
引
田
土
地

改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
平
成
十
六
年
三
月
五
日
認
可
し
た
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
公
告
第
百
六
十
一
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
香
川
用

水
土
地
改
良
区
か
ら
役
員
の
退
任
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

役
員
の

氏

名

住

所

退
任
年
月
日

種

類

理

事

諏
訪

博
文

高
松
市
川
部
町
三
九
八
番
地

平
成
一
六
、
三
、
一
〇

●
香
川
県
公
告
第
百
六
十
二
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十

四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
北
川
東
地
区
土
地
改
良
事
業
共
同
施
行
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
十
日
土
地

改
良
事
業
（
非
補
助
土
地
改
良
事
業
（
区
画
整
理
事
業
）
北
川
東
地
区
）
の
換
地
処
分
を
し
た
旨
届
出
が

あ
っ
た
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
公
告
第
百
六
十
三
号

次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第

三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

丸
亀
市
原
田
町
字
西
三
分
一
、
一
六
一
九
―
一
の
一
部
、
一
六
二
四
―
一
の
一
部
、
一
六
二
四
―
二

の
一
部
、
一
六
二
五
―
一
の
一
部
、
一
六
二
五
―
二
の
一
部
及
び
一
六
二
五
―
三
の
一
部

二

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

三
豊
郡
山
本
町
大
字
辻
四
五
七
〇
番
地
一

有
限
会
社
黒
川
種
苗
園

代
表
取
締
役

黒
川
征
一

香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長

神

原

博

香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号

香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委

員
会
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
三
十
の
項
１
中

第
十
八
条
第
一
項
第
五
号

軽
車
両
の
灯
火
の
定
め

○

「

を
」

第
十
八
条
第
一
項
第
五
号

軽
車
両
の
灯
火
の
定
め

○

第
二
十
二
条
第
三
号
ハ

道
路
又
は
交
通
の
状
況
に
よ
り
支
障
が
な
い
と
認
め

る
自
動
車
の
定
め
及
び
積
載
物
の
高
さ
の
定
め

○

「

に
」

改
め
る
。附

則

公
安
委
員
会
規
則

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

（
第
九
一
一
六
号
）

六



こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長

神

原

博

香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号

道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
三
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
第
四
号
ホ
中
�
を
削
り
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

次
に
掲
げ
る
車
両
。
た
だ
し
、
入
浴
作
業
の
た
め
に
道
路
上
に
停
め
て
お
く
等
法
第
七
十
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
道
路
使
用
の
形
態
で
行
う
も
の
を
除
く
。

イ

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
事

業
の
た
め
に
使
用
す
る
車
両

ロ

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
児
童

居
宅
介
護
等
事
業
（
家
庭
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
た
め
に
使
用
す
る
車
両

ハ

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
四
条
の
二
第
六
項
に
規
定

す
る
身
体
障
害
者
居
宅
介
護
等
事
業
（
居
宅
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
た
め
に
使

用
す
る
車
両

ニ

知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
四
条
第
七
項
に
規
定
す
る
知
的

障
害
者
居
宅
介
護
等
事
業
（
居
宅
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
た
め
に
使
用
す
る
車

両
ホ

老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
老
人

居
宅
介
護
等
事
業
（
居
宅
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
た
め
に
使
用
す
る
車
両

ヘ

老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
四
十
六
条
の
五
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

指
定
老
人
訪
問
看
護
の
た
め
に
使
用
す
る
車
両

ト

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
第
六
項
に
規
定
す
る
訪
問
介
護
（
居

宅
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
、
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
訪
問
入
浴
介
護
、
同
条
第

八
項
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
、
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
又
は
同
条

第
十
項
に
規
定
す
る
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
た
め
に
使
用
す
る
車
両

第
二
章
第
五
節
中
第
十
四
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
自
動
車
の
積
載
物
の
高
さ
の
制
限
）

第
十
三
条
の
二

令
第
二
十
二
条
第
三
号
ハ
の
公
安
委
員
会
が
定
め
る
自
動
車
は
、
別
表
第
一
の
三
に
掲

げ
る
道
路
を
通
行
す
る
自
動
車
と
し
、
同
号
ハ
の
公
安
委
員
会
が
定
め
る
高
さ
は
、
四
・
一
メ
ー
ト
ル

と
す
る
。

別
表
第
一
の
二
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
一
の
三
（
第
十
三
条
の
二
関
係
）

路

線

名

区

間

高
速
自
動
車
国
道
四
国
横
断

自
動
車
道

東
か
が
わ
市
坂
元
徳
島
県
境
か
ら

さ
ぬ
き
市
鶴
羽
字
東
良
谷
二
〇
七
四
番
地
先
ま
で

高
松
市
前
田
東
町
字
東
本
村
三
七
六
番
一
地
先
か
ら

三
豊
郡
豊
浜
町
愛
媛
県
境
ま
で

一
般
国
道
十
一
号

東
か
が
わ
市
坂
元
字
開
キ
四
番
一
地
先
か
ら

三
豊
郡
豊
浜
町
大
字
箕
浦
字
鳥
越
甲
丙
二
四
九
五
番
六
地
先
ま
で

一
般
国
道
十
一
号
高
松
東
道

路

さ
ぬ
き
市
鶴
羽
字
東
良
谷
二
〇
七
四
番
地
先
か
ら

木
田
郡
三
木
町
大
字
井
上
字
池
上
二
二
八
七
番
一
地
先
ま
で

木
田
郡
三
木
町
大
字
井
上
字
池
上
二
二
八
七
番
一
地
先
か
ら

木
田
郡
三
木
町
大
字
池
戸
一
六
五
四
番
四
地
先
ま
で

木
田
郡
三
木
町
大
字
井
上
字
池
上
二
二
八
七
番
一
地
先
か
ら

高
松
市
上
天
神
町
中
坪
五
二
九
番
一
地
先
ま
で

一
般
国
道
三
十
号

高
松
市
北
浜
町
六
番
二
地
先
か
ら

高
松
市
鍛
冶
屋
町
七
番
一
二
地
先
ま
で

一
般
国
道
三
十
号
瀬
戸
中
央

自
動
車
道

坂
出
市
櫃
石
岡
山
県
境
か
ら

坂
出
市
川
津
町
字
一
ノ
又
五
二
五
〇
番
三
地
先
ま
で

一
般
国
道
三
十
二
号

高
松
市
田
村
町
字
中
川
原
四
二
六
番
三
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
仲
南
町
大
字
十
郷
字
買
田
中
手
五
二
四
番
一
地
先
ま
で

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

（
第
九
一
一
六
号
）
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一
般
国
道
百
九
十
三
号

高
松
市
上
天
神
町
五
二
九
番
五
地
先
か
ら

香
川
郡
香
南
町
岡
一
六
一
番
一
地
先
ま
で

香
川
郡
香
南
町
岩
崎
六
七
番
一
地
先
か
ら

木
田
郡
三
木
町
奥
山
二
一
一
二
番
一
地
先
ま
で

一
般
国
道
三
百
七
十
七
号

香
川
郡
香
川
町
鮎
滝
一
九
九
七
番
一
地
先
か
ら

綾
歌
郡
綾
歌
町
栗
熊
東
東
渡
池
一
一
四
二
番
地
先
ま
で

仲
多
度
郡
仲
南
町
十
郷
買
田
五
〇
八
番
三
地
先
か
ら

観
音
寺
市
原
町
七
五
九
番
地
先
ま
で

一
般
国
道
四
百
三
十
八
号

綾
歌
郡
綾
歌
町
岡
田
下
中
央
五
四
五
番
四
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
満
濃
町
長
尾
東
佐
岡
一
四
七
一
番
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
（
五
号
）
観
音

寺
池
田
線

観
音
寺
市
本
大
町
一
六
三
六
番
一
地
先
か
ら

観
音
寺
市
本
大
町
一
〇
四
二
番
六
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
（
十
号
）
高
松

長
尾
大
内
線

高
松
市
松
島
町
七
番
一
地
先
か
ら

高
松
市
上
福
岡
町
六
五
六
番
二
地
先
ま
で

高
松
市
木
太
町
一
三
番
一
地
先
か
ら

高
松
市
木
太
町
一
五
五
七
番
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
（
十
二
号
）
三

木
国
分
寺
線

高
松
市
中
間
町
四
七
八
番
四
地
先
か
ら

高
松
市
中
間
町
五
五
八
番
一
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
（
十
三
号
）
三

木
綾
南
線

香
川
郡
香
川
町
川
東
下
三
三
四
番
四
地
先
か
ら

綾
歌
郡
綾
南
町
畑
田
南
原
二
二
六
七
番
一
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
（
十
六
号
）
高

松
王
越
坂
出
線

高
松
市
茜
町
七
九
二
番
一
地
先
か
ら

高
松
市
郷
東
町
四
七
〇
番
一
二
地
先
ま
で

坂
出
市
林
田
町
四
七
七
番
一
地
先
か
ら

坂
出
市
林
田
町
二
〇
九
番
三
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
（
十
九
号
）
坂

出
港
線

坂
出
市
入
船
町
一
丁
目
六
番
一
四
地
先
か
ら

坂
出
市
入
船
町
一
丁
目
四
番
九
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
（
二
十
一
号
）

丸
亀
詫
間
豊
浜
線

丸
亀
市
港
町
三
〇
七
番
一
六
地
先
か
ら

丸
亀
市
新
浜
町
一
丁
目
八
〇
三
番
七
三
地
先
ま
で

丸
亀
市
昭
和
町
一
〇
三
番
三
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
多
度
津
町
東
港
町
一
三
番
三
地
先
ま
で

三
豊
郡
詫
間
町
松
崎
二
七
八
〇
番
三
八
三
地
先
か
ら

三
豊
郡
詫
間
町
的
場
六
七
八
四
番
二
二
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
（
二
十
三
号
）

詫
間
琴
平
線

三
豊
郡
詫
間
町
的
場
六
七
八
四
番
二
二
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
仲
南
町
佐
文
中
央
六
八
七
番
一
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
（
三
十
三
号
）

高
松
善
通
寺
線

高
松
市
西
宝
町
一
丁
目
六
一
六
番
一
地
先
か
ら

坂
出
市
府
中
町
九
七
番
一
地
先
ま
で

丸
亀
市
原
田
町
東
三
分
一
二
二
二
八
番
一
地
先
か
ら

善
通
寺
市
原
田
町
一
五
七
八
番
一
地
先
ま
で

善
通
寺
市
金
蔵
寺
町
一
二
九
〇
番
二
地
先
か
ら

善
通
寺
市
稲
木
町
一
二
七
〇
番
一
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
（
三
十
五
号
）

豊
中
三
野
線

三
豊
郡
豊
中
町
笠
田
笠
岡
二
一
五
八
番
一
地
先
か
ら

三
豊
郡
三
野
町
吉
津
乙
二
二
三
九
番
一
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
（
四
十
三
号
）

中
徳
三
谷
高
松
線

高
松
市
林
町
二
〇
三
六
番
一
地
先
か
ら

高
松
市
木
太
町
一
五
四
九
番
五
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
（
四
十
四
号
）

円
座
香
南
線

香
川
郡
香
南
町
岡
一
六
一
番
一
地
先
か
ら

香
川
郡
香
南
町
岩
崎
六
七
番
一
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
（
四
十
五
号
）

高
松
空
港
線

香
川
郡
香
南
町
由
佐
三
四
六
五
番
四
地
先
か
ら

香
川
郡
香
南
町
岡
三
六
四
番
一
地
先
ま
で

一
般
県
道
（
百
三
十
六
号
）

志
度
小
田
津
田
線

さ
ぬ
き
市
志
度
一
八
八
三
番
二
地
先
か
ら

さ
ぬ
き
市
志
度
一
二
一
四
番
二
地
先
ま
で

一
般
県
道
（
百
五
十
五
号
）

牟
礼
中
新
線

高
松
市
春
日
町
一
三
八
三
番
一
地
先
か
ら

高
松
市
春
日
町
一
五
二
五
番
一
地
先
ま
で

一
般
県
道
（
百
五
十
七
号
）

高
松
東
港
線

高
松
市
朝
日
町
五
三
六
番
地
先
か
ら

高
松
市
松
島
町
一
番
一
地
先
ま
で

一
般
県
道
（
百
七
十
三
号
）

高
松
停
車
場
栗
林
公
園
線

高
松
市
西
内
町
二
番
一
地
先
か
ら

高
松
市
西
内
町
三
番
一
地
先
ま
で

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

（
第
九
一
一
六
号
）
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一
般
県
道
（
百
七
十
五
号
）

衣
掛
郷
東
線

高
松
市
鶴
市
町
二
〇
一
四
番
五
地
先
か
ら

高
松
市
郷
東
町
三
番
一
地
先
ま
で

一
般
県
道
（
百
七
十
六
号
）

檀
紙
鶴
市
線

高
松
市
檀
紙
町
一
五
一
三
番
五
地
先
か
ら

高
松
市
鶴
市
町
二
〇
三
三
番
一
地
先
ま
で

一
般
県
道
（
百
七
十
八
号
）

山
崎
御
厩
線

高
松
市
中
間
町
四
一
七
番
一
五
地
先
か
ら

高
松
市
檀
紙
町
一
五
九
六
番
一
地
先
ま
で

一
般
県
道
（
百
八
十
六
号
）

大
屋
富
築
港
宇
多
津
線

坂
出
市
林
田
町
三
五
一
七
番
地
先
か
ら

綾
歌
郡
宇
多
津
町
平
山
二
六
二
八
番
五
二
七
地
先
ま
で

一
般
県
道
（
百
八
十
七
号
）

林
田
府
中
線

坂
出
市
林
田
町
港
二
区
四
二
八
五
番
二
地
先
か
ら

坂
出
市
林
田
町
三
五
一
七
番
地
先
ま
で

坂
出
市
林
田
町
三
一
〇
二
番
一
地
先
か
ら

坂
出
市
林
田
町
四
七
七
番
一
地
先
ま
で

坂
出
市
林
田
町
二
〇
九
番
三
地
先
か
ら

坂
出
市
加
茂
町
六
五
八
番
五
地
先
ま
で

一
般
県
道
（
百
九
十
二
号
）

瀬
居
坂
出
港
線

坂
出
市
西
大
浜
北
一
丁
目
三
番
四
地
先
か
ら

坂
出
市
築
港
町
二
丁
目
五
番
三
三
地
先
ま
で

一
般
県
道
（
百
九
十
七
号
）

財
田
満
濃
線

仲
多
度
郡
満
濃
町
真
野
池
下
三
〇
番
五
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
満
濃
町
長
尾
東
佐
岡
一
四
七
一
番
地
先
ま
で

一
般
県
道
（
二
百
号
）
満
濃

善
通
寺
線

仲
多
度
郡
満
濃
町
真
野
池
下
三
〇
番
五
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
満
濃
町
神
野
神
野
山
四
五
番
三
地
先
ま
で

一
般
県
道
（
二
百
三
十
一

号
）
詫
間
仁
尾
線

三
豊
郡
詫
間
町
詫
間
六
七
八
二
番
八
地
先
か
ら

三
豊
郡
詫
間
町
浜
田
六
八
一
二
番
一
地
先
ま
で

一
般
県
道
（
二
百
三
十
七

号
）
黒
渕
本
大
線

観
音
寺
市
坂
本
町
五
丁
目
一
八
番
四
〇
地
先
か
ら

観
音
寺
市
本
大
町
一
五
八
二
番
一
地
先
ま
で

一
般
県
道
（
二
百
七
十
八

号
）
綾
歌
綾
上
綾
南
線

綾
歌
郡
綾
上
町
山
田
下
東
北
山
六
四
三
番
一
地
先
か
ら

綾
歌
郡
綾
南
町
畑
田
南
原
二
二
六
七
番
一
地
先
ま
で

高
松
市
道
香
西
郷
東
線

高
松
市
香
西
東
町
四
一
八
番
一
地
先
か
ら

高
松
市
郷
東
町
七
九
六
番
一
三
五
地
先
ま
で

高
松
市
道
五
番
町
西
宝
寺
線

高
松
市
番
町
一
丁
目
七
番
一
一
地
先
か
ら

高
松
市
西
宝
町
一
丁
目
一
七
番
四
五
地
先
ま
で

高
松
市
道
片
原
町
沖
松
島
線

高
松
市
松
福
町
一
丁
目
一
番
一
地
先
か
ら

高
松
市
福
岡
町
二
丁
目
二
七
番
一
三
地
先
ま
で

高
松
市
道
朝
日
町
仏
生
山
線

高
松
市
福
岡
町
一
丁
目
六
番
九
地
先
か
ら

高
松
市
松
島
町
一
丁
目
八
番
一
五
地
先
ま
で

高
松
市
道
福
岡
林
線

高
松
市
朝
日
町
五
丁
目
七
二
番
地
先
か
ら

高
松
市
木
太
町
二
二
九
四
番
一
地
先
ま
で

高
松
市
道
花
ノ
宮
木
太
線

高
松
市
松
縄
町
四
三
番
一
地
先
か
ら

高
松
市
木
太
町
一
一
四
四
番
一
地
先
ま
で

高
松
市
道
福
岡
伏
石
線

高
松
市
上
福
岡
町
六
五
七
番
地
先
か
ら

高
松
市
松
縄
町
四
三
番
一
地
先
ま
で

高
松
市
道
郷
東
中
央
線

高
松
市
郷
東
町
二
一
〇
番
地
先
か
ら

高
松
市
郷
東
町
五
七
六
番
五
地
先
ま
で

高
松
市
道
高
松
海
岸
線

高
松
市
茜
町
二
三
番
九
地
先
か
ら

高
松
市
福
岡
町
二
丁
目
五
番
一
三
地
先
ま
で

高
松
市
道
朝
日
町
十
六
号
線

高
松
市
朝
日
町
二
丁
目
一
番
三
一
地
先
か
ら

高
松
市
朝
日
町
四
丁
目
一
番
六
三
地
先
ま
で

高
松
市
道
春
日
片
田
四
号
線

高
松
市
春
日
町
一
五
九
二
番
一
地
先
か
ら

高
松
市
春
日
町
一
五
八
六
番
一
地
先
ま
で

高
松
市
道
本
津
川
東
堤
防
線

高
松
市
香
西
東
町
三
〇
四
番
一
地
先
か
ら

高
松
市
香
西
東
町
三
一
一
番
一
地
先
ま
で

高
松
市
道
高
松
海
岸
二
号
線

高
松
市
朝
日
町
五
丁
目
三
番
七
三
地
先
か
ら

高
松
市
屋
島
西
町
二
四
二
〇
番
地
先
ま
で

高
松
市
道
屋
島
東
山
崎
線

高
松
市
屋
島
西
町
二
四
九
〇
番
地
先
か
ら

高
松
市
春
日
町
一
六
七
〇
番
一
地
先
ま
で

丸
亀
市
道
福
島
町
昭
和
線

丸
亀
市
福
島
町
二
〇
四
番
八
地
先
か
ら

丸
亀
市
昭
和
町
一
一
四
番
二
七
地
先
ま
で

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

（
第
九
一
一
六
号
）

九



附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
目
次
の
改
正
規
定
、
第
十
四
条
の
前
に
一
条
を

加
え
る
改
正
規
定
及
び
別
表
第
一
の
二
の
次
に
一
表
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
平
成
十
六
年
三
月
二
十
二

日
か
ら
施
行
す
る
。

●
香
川
県
公
安
委
員
会
公
告
第
十
八
号

丸
亀
市
道
港
町
富
士
見
線

丸
亀
市
港
町
三
〇
七
番
七
五
地
先
か
ら

丸
亀
市
富
士
見
町
一
丁
目
九
九
七
番
四
六
地
先
ま
で

丸
亀
市
道
土
器
富
士
見
線

丸
亀
市
土
器
町
東
九
丁
目
二
九
四
番
地
先
か
ら

丸
亀
市
富
士
見
町
一
丁
目
九
番
地
先
ま
で

丸
亀
市
道
飯
野
土
器
線

丸
亀
市
飯
野
町
西
分
川
塚
六
〇
五
番
七
地
先
か
ら

丸
亀
市
飯
野
町
東
二
三
〇
七
番
一
地
先
ま
で

丸
亀
市
道
土
器
線

丸
亀
市
土
器
町
東
二
丁
目
五
番
地
先
か
ら

丸
亀
市
土
器
町
北
二
丁
目
一
〇
七
番
地
先
ま
で

坂
出
市
道
大
橋
記
念
通
り
線

坂
出
市
西
大
浜
北
一
丁
目
五
〇
番
一
五
地
先
か
ら

坂
出
市
西
大
浜
北
二
丁
目
四
九
番
一
九
地
先
ま
で

坂
出
市
道
西
大
浜
北
二
号
線

坂
出
市
西
大
浜
北
二
丁
目
四
九
番
一
九
地
先
か
ら

坂
出
市
西
大
浜
北
二
丁
目
四
九
番
一
地
先
ま
で

坂
出
市
道
西
大
浜
北
七
号
線

坂
出
市
西
大
浜
北
三
丁
目
四
三
番
一
四
地
先
か
ら

坂
出
市
西
大
浜
北
四
丁
目
四
一
番
八
地
先
ま
で

観
音
寺
市
道
粟
井
原
線

観
音
寺
市
原
町
字
上
岡
五
二
七
八
番
一
地
先
か
ら

観
音
寺
市
粟
井
町
字
上
常
次
一
三
〇
一
番
一
地
先
ま
で

さ
ぬ
き
市
道
臨
海
一
号
線

さ
ぬ
き
市
志
度
一
二
九
七
番
二
二
地
先
か
ら

さ
ぬ
き
市
志
度
一
二
九
八
番
一
五
地
先
ま
で

三
木
町
道
北
地
中
谷
線

木
田
郡
三
木
町
大
字
井
上
三
三
八
六
番
八
地
先
か
ら

木
田
郡
三
木
町
大
字
井
上
二
五
一
六
番
一
地
先
ま
で

三
木
町
道
中
谷
線

木
田
郡
三
木
町
大
字
井
上
二
八
二
二
番
地
先
か
ら

木
田
郡
三
木
町
大
字
井
上
三
三
八
六
番
八
地
先
ま
で

宇
多
津
町
道
宇
多
津
海
岸
線

綾
歌
郡
宇
多
津
町
平
山
二
六
二
八
番
七
一
五
地
先
か
ら

綾
歌
郡
宇
多
津
町
浜
五
番
丁
二
一
九
番
二
地
先
ま
で

満
濃
町
道
塩
入
満
濃
線

仲
多
度
郡
満
濃
町
神
野
四
五
番
一
三
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
満
濃
町
神
野
四
五
番
二
一
地
先
ま
で

多
度
津
町
道
臨
海
中
央
線

仲
多
度
郡
多
度
津
町
東
浜
一
〇
番
一
九
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
多
度
津
町
東
港
町
一
一
番
一
地
先
ま
で

仲
南
町
道
三
田
線

仲
多
度
郡
仲
南
町
七
箇
三
九
五
三
番
五
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
仲
南
町
七
箇
四
一
九
八
番
一
地
先
ま
で

高
瀬
町
道
六
ッ
松
大
池
の
上

線

三
豊
郡
高
瀬
町
下
勝
間
一
二
九
七
番
六
地
先
か
ら

三
豊
郡
高
瀬
町
下
勝
間
一
三
三
九
番
六
地
先
ま
で

詫
間
町
道
詫
間
二
百
二
十
六

号
線

三
豊
郡
詫
間
町
大
字
詫
間
六
八
二
三
番
九
地
先
か
ら

三
豊
郡
詫
間
町
大
字
詫
間
六
八
二
五
番
四
地
先
ま
で

豊
浜
町
道
高
須
賀
線

三
豊
郡
豊
浜
町
大
字
和
田
浜
字
蛭
子
の
下
一
四
七
九
番
二
地
先
か

ら三
豊
郡
豊
浜
町
大
字
和
田
浜
字
高
須
賀
一
四
九
五
番
七
地
先
ま
で

臨
港
道
路
朝
日
町
本
線

高
松
市
朝
日
町
四
丁
目
一
一
番
一
地
先
か
ら

高
松
市
福
岡
町
一
丁
目
六
番
九
地
先
ま
で

臨
港
道
路
福
岡
二
号
線

高
松
市
福
岡
町
一
丁
目
五
番
一
八
地
先
か
ら

高
松
市
朝
日
町
五
丁
目
一
番
一
地
先
ま
で

臨
港
道
路
Ｂ
地
区
東
西
線

高
松
市
朝
日
町
四
丁
目
一
一
番
一
地
先
か
ら

高
松
市
朝
日
町
四
丁
目
一
番
六
三
地
先
ま
で

臨
港
道
路
Ｃ
地
区
二
号
線

高
松
市
朝
日
町
五
丁
目
一
二
番
一
地
先
か
ら

高
松
市
朝
日
町
五
丁
目
一
五
番
一
地
先
ま
で

臨
港
道
路
Ｆ
地
区
七
号
線

高
松
市
朝
日
新
町
一
三
番
二
地
先
か
ら

高
松
市
朝
日
町
四
丁
目
一
一
番
一
地
先
ま
で

臨
港
道
路
経
面
四
号
臨
港
線

三
豊
郡
詫
間
町
大
字
詫
間
二
一
一
二
番
七
七
地
先
か
ら

三
豊
郡
詫
間
町
大
字
詫
間
二
〇
九
三
番
地
先
ま
で

公
安
委
員
会
公
告

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

（
第
九
一
一
六
号
）

一
〇



道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
九
十
九
条
の
二
第
四
項
第
一
号
イ
の
規
定
に
よ
る

技
能
検
定
に
関
す
る
技
能
及
び
知
識
に
関
し
て
行
う
技
能
検
定
員
審
査
を
実
施
す
る
の
で
、
技
能
検
定
員

審
査
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
六
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
三
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二

条
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長

神

原

博

一

審
査
の
期
日
及
び
場
所

１

期
日

平
成
十
六
年
四
月
二
十
一
日
（
水
）
か
ら
同
年
五
月
二
十
一
日
（
金
）
ま
で
の
間
で
、
受

付
期
間
終
了
後
、
申
請
者
に
通
知
す
る
。

２

場
所

高
松
市
郷
東
町
五
八
七
番
地
一
三
八

香
川
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

二

審
査
の
種
類

大
型
自
動
車
免
許
、
普
通
自
動
車
免
許
、
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
、
大
型
自
動
二
輪
車
免
許
、
普
通

け
ん

自
動
二
輪
車
免
許
、
牽
引
免
許
、
大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
及
び
普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
に
係
る
審

査
三

審
査
の
申
請
手
続

１

受
付
期
間

平
成
十
六
年
三
月
二
十
五
日
（
木
）
か
ら
同
年
四
月
二
日
（
金
）
ま
で

２

受
付
場
所

高
松
市
郷
東
町
五
八
七
番
地
一
三
八

香
川
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
教
習
所
係

電
話
番
号
〇
八
七
―
八
三
三
―
〇
一
一
〇

３

提
出
書
類

�

審
査
申
請
書
（
２
の
受
付
場
所
で
交
付
す
る
用
紙
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
た
も
の
）

	

写
真
（
申
請
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
三
・

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
）




規
則
第
十
七
条
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
細
目
が
免
除
さ
れ
る
場
合

は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
、
第
二
項
各
号
又
は
第
三
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
付
す
る
こ
と
。

４

審
査
手
数
料

香
川
県
証
紙
に
よ
り
納
入
す
る
こ
と
。

四

そ
の
他

１

技
能
検
定
員
審
査
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
三
の
２
の
受
付
場
所
に
行
う
こ
と
。

２

詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
の
２
の
受
付
場
所
で
交
付
す
る
受
審
案
内
書
を
参
照
す
る
こ
と
。

●
香
川
県
公
安
委
員
会
公
告
第
十
九
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
九
十
九
条
の
三
第
四
項
第
一
号
イ
の
規
定
に
よ
る

自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
技
能
及
び
知
識
の
教
習
に
関
し
て
行
う
教
習
指
導
員
審
査
を
実
施
す
る
の
で
、

技
能
検
定
員
審
査
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
六
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
三
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い

う
。
）
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
規
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長

神

原

博

一

審
査
の
期
日
及
び
場
所

１

期
日

平
成
十
六
年
四
月
二
十
一
日
（
水
）
か
ら
同
年
五
月
二
十
一
日
（
金
）
ま
で
の
間
で
、
受

付
期
間
終
了
後
、
申
請
者
に
通
知
す
る
。

２

場
所

高
松
市
郷
東
町
五
八
七
番
地
一
三
八

香
川
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

二

審
査
の
種
類

大
型
自
動
車
免
許
、
普
通
自
動
車
免
許
、
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
、
大
型
自
動
二
輪
車
免
許
、
普
通

け
ん

自
動
二
輪
車
免
許
、
牽
引
免
許
、
大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
及
び
普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
に
係
る
審

査
三

審
査
の
申
請
手
続

１

受
付
期
間

平
成
十
六
年
三
月
二
十
五
日
（
木
）
か
ら
同
年
四
月
二
日
（
金
）
ま
で

２

受
付
場
所

高
松
市
郷
東
町
五
八
七
番
地
一
三
八

香
川
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
教
習
所
係

電
話
番
号
〇
八
七
―
八
三
三
―
〇
一
一
〇

３

提
出
書
類

�

審
査
申
請
書
（
２
の
受
付
場
所
で
交
付
す
る
用
紙
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
た
も
の
）

	

写
真
（
申
請
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
三
・

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
）




規
則
第
十
七
条
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
細
目
が
免
除
さ
れ
る
場
合

は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
、
第
四
項
各
号
又
は
第
五
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
付
す
る
こ
と
。

４

審
査
手
数
料

香
川
県
証
紙
に
よ
り
納
入
す
る
こ
と
。

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

（
第
九
一
一
六
号
）

一
一



四

そ
の
他

１

教
習
指
導
員
審
査
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
三
の
２
の
受
付
場
所
に
行
う
こ
と
。

２

詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
の
２
の
受
付
場
所
で
交
付
す
る
受
審
案
内
書
を
参
照
す
る
こ
と
。

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
に
つ
い
て
、
観
音
寺
三
豊
建
設
同
友
会
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、

同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、平
成
十
五
年
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
三
号（
政

治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
等
に
関
す
る
報
告
書
の
要
旨
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り

訂
正
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

大

林

一

友

そ
の
他
の
政
治
団
体
の
部
観
音
寺
三
豊
建
設
同
友
会
の
う
ち
１
中

「１
収
入
総
額

０
円

」
を

「１
収
入
総
額

５
円

に
改
め
、

本
年
収
入
額

５
円

」

同
部
観
音
寺
三
豊
建
設
同
友
会
の
う
ち
３
中

「３
資
産
等
の
内
訳

な
し

」
を

「３
翌
年
へ
の
繰
越
額

５
円

４
収
入
の
内
訳

そ
の
他
の
収
入

５
円

に
改
め
る
。

１
件
１０
万
円
未
満
の
収
入

５
円

合
計

５
円

５
資
産
等
の
内
訳

な
し

」

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
に
つ
い
て
、
自
由
民
主
党
香
川
県
衆
議
院
比
例
区
第
二
支
部
か
ら
訂
正
の
報

告
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
三
年
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会

告
示
第
六
十
五
号
（
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
等
に
関
す
る
報
告
書
の
要
旨
）

の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

政
党
の
支
部
の
部
自
由
民
主
党
香
川
県
衆
議
院
比
例
区
第
二
支
部
の
う
ち
１
及
び
２
中

「
１
．
収
入
総
額

６４
，２７３
，１２５
円
」

「
１
．
収
入
総
額

６９
，２７３
，１２５
円
」

「
本
年
収
入
額

６３
，７４８
，５２５
円
」

「
本
年
収
入
額

６８
，７４８
，５２５
円
」

「
２
．
支
出
総
額

６３
，５６５
，１５８
円
」

「
２
．
支
出
総
額

６８
，５６５
，１５８
円
」

同
部
自
由
民
主
党
香
川
県
衆
議
院
比
例
区
第
二
支
部
の
う
ち
４
中

「
寄

附
２９
，２９１
，３２５
円
」

「
寄

附
３４
，２９１
，３２５
円
」

「
政
治
団
体
分

１０
，６００
，０００
円
」

「
政
治
団
体
分

１５
，６００
，０００
円
」

「
合

計
６３
，７４８
，５２５
円
」

「
合

計
６８
，７４８
，５２５
円
」

同
部
自
由
民
主
党
香
川
県
衆
議
院
比
例
区
第
二
支
部
の
う
ち
５
中

「
寄
附
・
交
付
金

３１
，２９７
，７００
円

合
計

６３
，５６５
，１５８
円
」

「
寄
附
・
交
付
金

３６
，２９７
，７００
円

合
計

６８
，５６５
，１５８
円
」

同
部
自
由
民
主
党
香
川
県
衆
議
院
比
例
区
第
二
支
部
の
う
ち
６
中

「
藤

柔
会

１
，０００
，０００
円

高
松
市

」

「
藤

柔
会

１
，０００
，０００
円

高
松
市

日
本
歯
科
医
師
連
盟

５
，０００
，０００
円

東
京
都
千
代
田
区
」

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

大

林

一

友

をに
、

をに
、

をに
改
め
、

をに
、

をに
、

をに
改
め
、

をに
改
め
、

をに
改
め
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

人
事
委
員
会
告
示

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

（
第
九
一
一
六
号
）

一
二



●
香
川
県
人
事
委
員
会
告
示
第
一
号

給
料
表
別
、
級
別
職
務
分
類
表
（
昭
和
六
十
年
香
川
県
人
事
委
員
会
告
示
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
し
、
平
成
十
六
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

香
川
県
人
事
委
員
会
委
員
長

武

田

安

紀

彦

別
表
第
一
の
八
級
の
部
警
察
の
事
務
部
局
の
項
中
「
科
学
捜
査
研
究
所
長
」
を
削
る
。

「
副
隊
長

別
表
第
二
の
六
級
の
項
中
「
副
隊
長
」
を

に
改
め
る
。

科
学
捜
査
研
究
所
副
所
長
」

「
自
然
科
学
館
長

別
表
第
三
の
五
級
の
項
中
「
自
然
科
学
館
長
」
を

に
改
め
、
同
表
四
級
の
項

科
学
捜
査
研
究
所
長
」

中
「
科
学
捜
査
研
究
所
副
所
長
」
を
削
る
。

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

（
第
九
一
一
六
号
）

一
三



古紙配合率70％ 
白色度72％再生紙を使用しています 香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。

http : //www.pref.kagawa.jp/

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所

香

川

県

庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

香

川

県

報

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

（
第
九
一
一
六
号
）

一
四


